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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 単位型投信／内外／その他資産 
（ハイブリッド証券） 

信託期間 2017年３月31日から2022年２月21日まで 

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て世界各国の企業が発行するハイブリッ
ド証券に投資し、安定した収益の確保と
信託財産の着実な成長を目指して運用を
行います。 

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。 

ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４ 
（ＪＰＹヘッジドクラス） 

世界各国の企業が発行するハイブリッ
ド証券等 

マネー・トラスト・マザーファンド 

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品 

当ファンドの 
運用方法 

■主として世界各国の企業が発行するハ
イブリッド証券に投資します。 

■原則として当ファンドの信託期間内に
繰上償還等が期待される銘柄に投資し
ます。 

■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行い、為
替変動リスクの低減を図ります。 

■主要投資対象とする外国投資信託証券
の運用は、ロンバー・オディエ・アセ
ット・マネジメント（ヨーロッパ）リ
ミテッドが行います。 

組入制限 ■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。 

分配方針 ■年４回（原則として毎年２月、５月、８
月、11月の20日。休業日の場合は翌営業
日）決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額の範囲は、元本超過額また
は経費控除後の利子、配当等収益のい
ずれか多い金額とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 

 

 

世界コーポレート・ 
ハイブリッド証券 
ファンド2017-03 

【愛称：メジャー・スピリット17-03】 
【運用報告書（全体版）】 

第８作成期 (2020年８月21日から2021年２月22日まで) 

第 15 期/第 16 期 

第15期：決算日 2020年11月20日 

第16期：決算日 2021年２月22日 
 

受益者の皆さまへ 
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として世界各国の企業が発行するハイブリッド証

券に投資し、安定した収益の確保と信託財産の着

実な成長を目指して運用を行います。当作成期に

ついても、運用方針に沿った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 
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設定以来の運用実績 
 

作成期 決  算  期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

債券組入 
比  率 

投資信託 
証券組入 
比  率 

元  本 
残 存 率 (分配落) 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落額 

期 中 
騰落率 

第１ 
作成期 

(設 定 日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2017年３月31日 10,000 － － － － － － 100.0 

１期(2017年５月22日) 10,147 0 147 1.5 10.1 0.0 98.7 99.9 
２期(2017年８月21日) 10,355 30 238 2.3 9.8 0.0 97.8 97.3 

第２ 
作成期 

３期(2017年11月20日) 10,506 30 181 1.7 8.8 0.0 97.9 92.5 
４期(2018年２月20日) 10,490 30 14 0.1 6.5 0.0 98.0 85.9 

第３ 
作成期 

５期(2018年５月21日) 10,428 30 △ 32 △0.3 4.8 0.0 97.9 76.8 
６期(2018年８月20日) 10,385 30 △ 13 △0.1 3.8 0.0 98.0 68.4 

第４ 
作成期 

７期(2018年11月20日) 10,286 30 △ 69 △0.7 2.8 0.0 97.5 62.4 
８期(2019年２月20日) 10,371 30 115 1.1 3.1 0.0 97.9 58.7 

第５ 
作成期 

９期(2019年５月20日) 10,476 30 135 1.3 3.3 0.0 98.0 53.6 
10期(2019年８月20日) 10,584 30 138 1.3 3.6 0.0 97.9 48.0 

第６ 
作成期 

11期(2019年11月20日) 10,558 30 4 0.0 3.2 0.0 97.9 43.8 
12期(2020年２月20日) 10,604 30 76 0.7 3.2 0.0 97.9 41.4 

第７ 
作成期 

13期(2020年５月20日) 10,188 30 △386 △3.6 1.7 0.0 97.8 39.2 
14期(2020年８月20日) 10,439 30 281 2.8 2.4 0.0 97.9 37.4 

第８ 
作成期 

15期(2020年11月20日) 10,464 30 55 0.5 2.4 0.0 97.8 35.3 
16期(2021年２月22日) 10,436 30 2 0.0 2.3 0.0 97.8 33.2 

※基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。 
※受益者利回りは、基準価額(累計分配金込み)の当初元本に対する騰落率を年率換算したものです。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当作成期中の基準価額と市況等の推移 
 

決算期 年  月  日 
基 準 価 額 

債券組入 
比  率 

投資信託 
証券組入 
比  率 

 騰 落 率 

第15期 

(期   首) 円 ％ ％ ％ 
2020年８月20日 10,439 － 0.0 97.9 
  ８月末 10,444 0.0 0.0 98.0 
  ９月末 10,444 0.0 0.0 98.0 
  10月末 10,453 0.1 0.0 98.1 
(期   末)     

2020年11月20日 10,494 0.5 0.0 97.8 

第16期 

(期   首)     
2020年11月20日 10,464 － 0.0 97.8 
  11月末 10,468 0.0 0.0 97.8 
  12月末 10,463 △0.0 0.0 98.2 

2021年１月末  10,456 △0.1 0.0 98.3 
(期   末)     

2021年２月22日 10,466 0.0 0.0 97.8 
※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 



1 運用経過
基準価額等の推移について（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�単位型投信の場合、実際には分配金は再投資されませんのでご
留意ください。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
'20/9 10 11 12 '21/1作成期首 作成期末

純資産総額（百万円）：右軸
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基準価額（円）：左軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸

作成期首 10,439円

作成期末 10,496円
（当作成期分配金60円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋0.5％
（分配金再投資ベース）
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基準価額の主な変動要因（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国の企業が発行するハイブ
リッド証券等に投資しました。実質組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行いまし
た。

●米国大統領選挙および上下院選挙の結果や、新型コロナウイルスワクチンの接種の開始
により、スプレッド（国債に対する上乗せ金利）が縮小したことでハイブリッド証券市場
が上昇したこと

上昇要因

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 作成期末組入比率
ＬＯファンズⅣ－コーポレート・ハイブリッド４
（ＪＰＹヘッジドクラス） ハイブリッド証券 97.8%

マネー・トラスト・マザーファンド 短期金融資産 0.1%
※比率は、純資産総額に対する割合です。
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投資環境について（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

コーポレート・ハイブリッド証券市場は小幅に上昇しました。

　作成期初から10月にかけては、多くの中
央銀行で緩和的な金融政策が継続されたこと
や、ワクチンの開発期待があった一方で、新
型コロナウイルスの感染が再拡大したことで、
コーポレート・ハイブリッド証券市場は横ば
いとなりました。11月から12月にかけては、
米国大統領選挙および上下院選挙の結果や新
型コロナウイルスワクチンの接種が開始され
たことにより、投資家心理が改善し、スプ

レッドが縮小したことでコーポレート・ハイ
ブリッド証券市場は上昇しました。１月以降
は、米国やドイツの金利が上昇したことによ
り下落しました。
　作成期を通してみるとコーポレート・ハイ
ブリッド市場は小幅に上昇しました。当作成
期のICE�BofA�ML�Global�Hybrid�Non－
Financial�Corporate� Index（現地通貨ベー
ス）は作成期初に比べて0.41％上昇しました。

ポートフォリオについて（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

当ファンド
　作成期を通じて、「ＬＯファンズⅣ－コー
ポレート・ハイブリッド４（ＪＰＹヘッジド
クラス）」を高位に組み入れました。

ＬＯファンズⅣ－コーポレート・ハイブリッド４
（ＪＰＹヘッジドクラス）
　世界各国の企業が発行するハイブリッド証
券を中心としたポートフォリオを維持しまし
た。主な個別銘柄の売買は、ＯＭＶを購入し、
ソルベイがコール償還（繰上償還）、トタルが
買入償却となりました。そのため、国別配分
はベルギー、フランスの配分が減少し、オー

ストリアが増加しました。業種別配分はエネ
ルギー、化学の組入比率が低下しました。
個別証券の組入れに際しては、セクター配
分、国別配分の分散を考慮した上で行ってい
ます。また、それぞれの個別証券の発行体企
業のクレジット（企業の債務返済能力）特性、
初回コール日（期限前償還可能日）に償還され
る可能性が高いか、といった点も十分に考慮
した上で組み入れています。

マネー・トラスト・マザーファンド
主として、円貨建ての短期公社債および短
期金融商品に投資し、安定した収益の確保を
目指した運用を行いました。
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分配金について（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第15期 第16期 　当作成期の１万口当たりの分配金（税引
前）は、分配可能額および基準価額水準等を
勘案し、それぞれ30円といたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 30 30
（対基準価額比率） （0.286％） （0.287％）
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末
基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当
ファンドの収益率とは異なります。

2 今後の運用方針

ベンチマークとの差異について（2020年８月21日から2021年２月22日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

当ファンド
　引き続き、「ＬＯファンズⅣ－コーポレー
ト・ハイブリッド４（ＪＰＹヘッジドクラス）」
を高位に組み入れて運用を行います。

ＬＯファンズⅣ－コーポレート・ハイブリッド４
（ＪＰＹヘッジドクラス）
　新型コロナウイルスワクチンの接種が進ん
でいることに加え、中央銀行が緩和的な金融
政策を行っているため、市場センチメント
（投資家心理）は改善傾向であると考えます。
　デュレーション（投資資金の平均回収期間）
が短く、利回りが高いコーポレート・ハイブ
リッド証券は高い利回りを求める投資家から

選好されやすい環境となっています。現時点
では、多くの企業がハイブリッド債の償還ス
ケジュールを変更する兆候はないとみていま
すが、今後の動向を注視する必要があります。

マネー・トラスト・マザーファンド
円貨建ての短期公社債および短期金融商品
に投資し、安定した収益の確保を目指します。

3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2017-03【愛称：メジャー・スピリット17-03】 

品 名：bc233_02_【全体版】帯・ノンブル（4P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user

プリント日時：2021/04/02 16:34:00 

－ 5 － 



世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2017-03【愛称：メジャー・スピリット17-03】 

 

 

 

品    名：21A00150（bc233）_03_【全体版】世界コーポレート・ハイブリッド証券 F2017-03（帳票）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2021/04/21 13:18:00 

 

－ 6 － 

総経費率(■１＋■２ )  1.15％ 

■１当ファンドの費用の比率  0.76％ 

■２投資先ファンドの費用の比率  0.39％ 

 

１万口当たりの費用明細(2020年８月21日から2021年２月22日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 40円 0.381％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (12) (0.115) 

 (販売会社) (26) (0.252) 

 (受託会社) (1) (0.014) 

(b) 売買委託手数料 4 0.034 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  (投資信託証券) (4) (0.034) 

(c) その他費用 0 0.003 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (監査費用) (0) (0.003) 

 (その他) (0) (0.000) 

 合 計 44 0.418   
 
期中の平均基準価額は10,454円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを
含みます。 

※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。当該投資信託証券の費用は後掲の「損益及び
純資産変動計算書」をご覧ください。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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※■１ の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率は、年率換算した値（小数点以下
第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があります。 

※■２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、実際に投資しているシェアクラ
スのデータが入手できない場合は、入手可能なファンド全体のデータをもとに委託会社が計算したものです。運用管理費用と運用管理費
用以外の費用を明確に区別できない場合は、まとめて表示しています。投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を計
算しています。 

※■１と■２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。また、計上された期間が異なる場合が
あります。 

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
 
当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を除
く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、投資先ファンドの経費
率を加えた総経費率（年率）は1.15％です。 

 

当作成期中の売買及び取引の状況(2020年８月21日から2021年２月22日まで) 
投資信託証券 
 

 

当  作  成  期 

買     付 売     付 

口   数 買 付 額 口   数 売 付 額 

    口 千円 口 千円 

国内   
ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４ 
（ＪＰＹヘッジドクラス） 

－ － 17,980 181,514 

  合  計  － － 17,980 181,514 
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

利害関係人との取引状況等(2020年８月21日から2021年２月22日まで) 
 
当作成期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2020年８月21日から2021年２月22日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
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組入れ資産の明細(2021年２月22日現在) 
(１)ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

フ ァ ン ド 名 
作成期首 作 成 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 組 入 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４ 
（ＪＰＹヘッジドクラス） 

161,132 143,151 1,443,830 97.8 

 合  計 161,132 143,151 1,443,830 97.8 
 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 
(２)親投資信託残高 
 

種     類 
作成期首 作  成  期  末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・トラスト・マザーファンド 871 871 868 
 
※マネー・トラスト・マザーファンドの作成期末の受益権総口数は18,404千口です。 
※単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2021年２月22日現在) 
 

項      目 
作   成   期   末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

投 資 証 券 1,443,830 97.1 

マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 868 0.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 42,241 2.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,486,939 100.0 
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

 
 

(2020年11月20日) 
 

(2021年２月22日) 

項     目 第15期末 第16期末 
(A) 資 産 1,581,066,165円 1,486,939,928円 
 コール・ローン等 40,815,552  38,442,672  
 投資証券(評価額) 1,538,175,689  1,443,830,253  

 
マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ 
マザーファンド(評価額) 

868,510  868,336  

 未 収 入 金 1,206,414  3,798,667  
(B) 負 債 8,730,999  10,986,032  
 未払収益分配金 4,508,033  4,243,069  
 未 払 解 約 金 1,228,779  3,854,616  
 未 払 信 託 報 酬 2,967,287  2,862,159  
 未 払 利 息 98  100  
 その他未払費用 26,802  26,088  

(C) 純資産総額 ( A - B ) 1,572,335,166  1,475,953,896  
 元 本 1,502,677,683  1,414,356,647  
 次期繰越損益金 69,657,483  61,597,249  

(D) 受 益 権 総 口 数 1,502,677,683口 1,414,356,647口 
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,464円 10,436円 

 
※設 定 年 月 日          2017年３月31日 
 設 定 元 本 額          4,251,357,283円 
 作 成 期 首 元 本 額          1,593,166,689円 
 作成期末元本残存率 33.2％ 
※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
 

 〔 自2020年８月21日 
至2020年11月20日 〕〔 自2020年11月21日 

至2021年２月22日 〕
項     目 第15期 第16期 

(A) 配 当 等 収 益 8,984,713円 8,573,406円 
 受 取 配 当 金 8,992,782  8,580,060  
 支 払 利 息 △     8,069  △     6,654  

(B) 有価証券売買損益 902,840  803,624  
 売 買 益 902,840  803,624  

(C) 有価証券評価差損益 1,287,078  △ 6,378,786  
(D) 信 託 報 酬 等 △ 3,069,083  △ 2,973,010  
(E) 当期損益金(A+B+C+D) 8,105,548  25,234  
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 69,891,101  69,657,483  
(G) 解 約 差 損 益 金 △ 3,831,133  △ 3,842,399  
(H) 計    ( E + F + G ) 74,165,516  65,840,318  
(I) 収 益 分 配 金 △ 4,508,033  △ 4,243,069  
 次期繰越損益金(H+I) 69,657,483  61,597,249  

 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 
第15期末における費用控除後の配当等収益が5,807,008円、純資産
額の元本超過額74,165,516円のうち、多い金額である74,165,516円
（１万口当たり493.56円）を分配可能額として、うち4,508,033円
（１万口当たり30円）を分配金額としております。 
 
第16期末における費用控除後の配当等収益が5,441,426円、純資産
額の元本超過額65,840,318円のうち、多い金額である65,840,318円
（１万口当たり465.51円）を分配可能額として、うち4,243,069円
（１万口当たり30円）を分配金額としております。 
 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
第15期 第16期 

30円 30円 
 
 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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組入れ投資信託証券の内容 
投資信託証券の概要 
 
ファンド名 ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４（ＪＰＹヘッジドクラス） 

形態 ルクセンブルグ籍外国投資法人（円建て） 

主要投資対象 主として世界各国の企業が発行するハイブリッド証券等 

運用の基本方針 

・世界各国の企業が発行するハイブリッド証券等に投資し信託財産の成長を目指します。 

・組入ハイブリッド証券が繰上償還等された場合には、普通社債や国債等にも再投資することが

あります。 

・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図り

ます。 

主な投資制限 
・同一企業の発行するハイブリッド証券等への投資割合は信託財産の純資産総額の10％以内とし

ます。 

決算日 年１回決算（毎年９月30日） 

分配方針 
毎年２月、５月、８月、11月の９日（休業日の場合は前営業日）に分配を行う方針です。 

ただし、分配を行わないことがあります。 

運用報酬等 

純資産総額に対して年0.21％程度＊ 

＊年間 低報酬額等が定められている場合があるため、純資産総額によっては、上記の料率を上

回ることがあります。 

管理およびその他

の費用 

ファンドの管理、保管、設立、取引関連費用、法的費用、会計・監査および税務上の費用ならび
にその他の費用を負担します。 

その他の費用・手数料については、ファンドの運営状況等により変動するものであり、事前に料

率、上限額等を示すことができません。 

信託財産留保額 一部解約時に0.3％ 

申込手数料 ありません。 

投資顧問会社 ロンバー・オディエ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッド 

購入の可否 日本において一般投資者は購入できません。 

 

 以下には、「ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４（ＪＰＹヘッジドクラス）」をシェアクラス

として含む「ＬＯファンズⅣ-コーポレート・ハイブリッド４」の情報を委託会社において抜粋・要約して翻

訳したものを記載しています。 

 
 



世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2017-03【愛称：メジャー・スピリット17-03】 

 

ロンバー・オディエ・ファンズⅣ・コーポレート・ハイブリッド 4 

 

品    名：21A00150（bc233）_06_20200930【final】J_LO FUNDS Ⅳ CORPORATE HYBRID 4_2020（支給 word 改

変）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2021/04/21 13:18:00 

 

－ 11 － 

損益及び純資産変動計算書(2019年10月１日から2020年９月30日まで) 
 
 (単位：日本円) 

期首純資産価値 2,019,143,531 

  

収益  

債券利息（純額） 63,289,057 

銀行利息 5,175 

 63,294,232 

  

費用  

管理報酬 3,711,467 

保管、管理事務代行および名義書換代理人報酬 3,180,786 

年次税 175,677 

銀行利息およびその他費用 470,947 

 7,538,877 

純投資収益 55,755,355 

  

投資有価証券売却実現損失（純額） (22,749,281) 

為替実現利益（純額） 5,225,148 

為替先渡取引実現損失（純額） (52,376,447) 

純実現損失 (14,115,225) 

  

投資有価証券未実現評価損益の純変動 54,744,739 

為替先渡取引未実現評価損益の純変動 (36,765,459) 

運用に伴う純資産の純増加 3,864,055 

  

分配金の支払額 (43,661,850) 

平均化を含む募集（解約）額（純額） (396,039,638) 

期末純資産価値 1,583,306,098 
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投資有価証券明細表(2020年９月30日現在) 
 
株式数または 

額面価額 銘柄 通貨 

時価 

(単位：円) 

純資産 

構成比(％) 

投資有価証券‐時価  1,284,190,557 81.11 

公式の証券取引所に上場している、 

もしくは他の規制対象市場で売買されている譲渡可能有価証券  
1,284,190,557 81.11 

債券  139,350,200 8.80 

 オーストラリア  139,350,200 8.80 

1,100,000 BHP BILLITON  4.75 15-76 22/04A ユーロ 139,350,200 8.80 

     

変動利付債   1,144,840,357 72.31 

 オーストリア  136,354,188 8.61 

1,050,000 OMV AG  FL.R 15-XX 19/12A ユーロ 136,354,188 8.61 

 ドイツ  144,637,594 9.14 

1,150,000 ENBW ENERGIE  FL.R 14-76 02/04A ユーロ 144,637,594 9.14 

 ルクセンブルク  140,768,113 8.89 

1,120,000 SES SA  FL.R 16-XX 02/01A ユーロ 140,768,113 8.89 

 オランダ  424,613,143 26.82 

1,100,000 ENECO HOLDING SUB  FL.R 14-XX 01/12A ユーロ 139,218,159 8.79 

1,150,000 VOLKSWAGEN INTL FIN  FL.R 14-XX 24/03A ユーロ 143,909,667 9.09 

1,100,000 VONOVIA FINANCE BV  FL.R 14-XX 17/12A ユーロ 141,485,317 8.94 

 英国  298,467,319 18.85 

1,200,000 CENTRICA SUB  FL.R 15-76 10/04A ユーロ 149,016,479 9.41 

1,200,000 SSE PLC  FL.R 15-XX 01/04A ユーロ 149,450,840 9.44 

 

 

通貨 購入額 

カウンター・ 

パーティー 満期日 通貨 売却額 

未実現評価益／ 

(損) 

(単位：円) 

純資産 

構成比(％) 

為替先渡取引明細     19,543,454 1.23 

ユーロ 103,500 UBS 2020年10月9日 日本円 13,009,122 (200,206) (0.01) 

日本円 1,334,576,299 UBS 2020年10月30日 ユーロ 10,622,000 19,743,660 1.24 
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マネー・トラスト・マザーファンド
第５期（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

信託期間 無期限（設定日：2016年１月29日）

運用方針 ■主として、円貨建ての短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指しま
す。

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

（設　定　日） 円 ％ ％ 百万円
2016年１月29日 10,000 － － 10

１期（2016年10月12日） 10,001 0.0 80.4 10
２期（2017年10月12日） 9,992 △0.1 90.6 10
３期（2018年10月12日） 9,986 △0.1 68.2 10
４期（2019年10月15日） 9,980 △0.1 68.7 10
５期（2020年10月12日） 9,970 △0.1 74.8 12

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券 組 入

比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％
2019年10月15日 9,980 － 68.7

10月末 9,981 0.0 68.6
11月末 9,979 △0.0 57.2
12月末 9,979 △0.0 68.4

2020年１月末 9,978 △0.0 68.4
２月末 9,977 △0.0 68.3
３月末 9,974 △0.1 69.3
４月末 9,974 △0.1 69.2
５月末 9,974 △0.1 72.5
６月末 9,973 △0.1 72.5
７月末 9,972 △0.1 72.4
８月末 9,971 △0.1 74.9
９月末 9,970 △0.1 74.8

（期　　　末）
2020年10月12日 9,970 △0.1 74.8

※騰落率は期首比です。
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マネー・トラスト・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

基準価額等の推移

期 首 9,980円

期 末 9,970円

騰 落 率 －0.1％

基準価額の主な変動要因（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

　当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。

下落要因
・日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象である短期公社債や短期
金融商品におけるマイナス利回りが続いたこと

投資環境について（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

当期の短期金利は上昇しました。

　物価上昇率の伸びが徐々に鈍化したことに加え、新型コロナウイルスの感染拡大により景気が
大きく落ち込んだことから、日銀は「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策を据え置き、
日銀当座預金の一部へのマイナス金利付利を継続しました。
　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、期初から年末越えの運用ニーズが徐々にはく落するとともに
上昇基調となり、12月初旬に－0.10％近辺となった後は横ばい圏で推移しました。しかし、２月
下旬から世界的に新型コロナウイルスの感染が拡大し、３月にはリスク回避の動きが強まったこ
とから、安全資産としての短期国債への運用ニーズの強まりを背景に３月下旬に利回りは一時－
0.40％台まで低下しました。過度な国債需給の引き締まりに対し、日銀が保有国債の売り現先
（買い戻し条件付き売却）を断続的に実施したことから徐々に需給が緩和し、利回りは上昇に転
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じました。その後は政府による大規模経済対策が策定され、５月から短期国債が大幅に増発され
たことから利回りは上昇基調をたどりましたが、日銀が短期国債買入額を増額したことから利回
り上昇は一服しました。国庫短期証券３ヵ月物利回りは期首－0.290％に対し、期末は－0.090％
へ上昇しました。

ポートフォリオについて（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

　短期金利は低位での推移が継続するとの見通しから、残存０年から１年３ヵ月までの円建て公
社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを維持しました。また、マイナス利回りの影
響を抑制することに配慮しながら、短期公社債の組入れを行いました。

ベンチマークとの差異について（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

２ 今後の運用方針

　２％の物価安定目標の達成が展望出来ない中、日銀によるマイナス金利政策が継続され、短期
国債利回りやコールローン翌日物金利など、主要投資対象である短期公社債および短期金融商品
の利回りは引き続きマイナス圏での推移を想定します。
　残存０年から１年３ヵ月までの公社債や短期金融商品で利回りのマイナス幅が小さい投資対象
を選定し、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮して運用を行います。

１万口当たりの費用明細（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要
(a) そ の 他 費 用 1円 0.005％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用（そ の 他） (1) (0.005)
合 計 1 0.005

期中の平均基準価額は9,975円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

千円 千円

国 内 特 殊 債 券 9,516 －
(7,200)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
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利害関係人との取引状況等（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

組入れ資産の明細（2020年10月12日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分
期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
特 殊 債 券
（除 く 金 融 債）

9,400 9,461 74.8 － － － 74.8
(9,400) (9,461) (74.8) (－) (－) (－) (74.8)

合 計 9,400 9,461 74.8 － － － 74.8
(9,400) (9,461) (74.8) (－) (－) (－) (74.8)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※－印は組入れなし。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2019年10月16日から2020年10月12日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

特 殊 債 券
（除 く 金 融 債）

第124回　政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.2 2,400 2,406 2020/12/28
第133回　政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.3 2,300 2,316 2021/４/30
第135回　政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.1 2,400 2,417 2021/５/31
第142回　政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.0 2,300 2,321 2021/８/31

合 計 － 9,400 9,461 －

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

投資信託財産の構成� （2020年10月12日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 9,461 74.8
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 3,186 25.2
投 資 信 託 財 産 総 額 12,647 100.0

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2020年10月12日現在）

項 目 期 末

(A)�資 産 12,647,720円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 3,154,457

公 社 債(評価額) 9,461,469

未 収 利 息 29,022

前 払 費 用 2,772

(B)�負 債 53

未 払 利 息 8

そ の 他 未 払 費 用 45

(C)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 12,647,667

元 本 12,685,274

次 期 繰 越 損 益 金 △　　37,607

(D)�受 益 権 総 口 数 12,685,274口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,970円

※当期における期首元本額10,580,853円、期中追加設定元本額

2,104,421円、期中一部解約元本額0円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

ヘルスケア・リート・プラス� 3,392,751円

米国・地方公共事業債ファンド（為替ヘッジあり）� 50,056円

米国・地方公共事業債ファンド（為替ヘッジなし）� 28,023円

世界コーポレート・ハイブリッド証券ファンド2017－03� 871,211円

ライフ・ジャーニー（かしこく育てるコース）� 2,543,560円

ライフ・ジャーニー（かしこく使うコース）� 2,453,434円

ライフ・ジャーニー（充実して楽しむコース）� 721,009円

人生100年時代・世界分散ファンド（資産成長型）� 100,141円

人生100年時代・世界分散ファンド（３％目標受取型）� 100,141円

人生100年時代・世界分散ファンド（６％目標受取型）� 100,141円

人生100年応援ファンド（資産成長コース）� 64,109円

人生100年応援ファンド（ちょっぴり受取コース）� 32,055円

人生100年応援ファンド（おもいっきり受取コース）� 24,041円

ＭＦＳ・グローバル株式ファンド� 100,181円

テトラ・エクイティ� 1,503,157円

ボンド・ゼロトリプル（予想分配金提示型）� 300,632円

ボンド・ゼロトリプル（資産成長型）� 300,632円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2019年10月16日　至2020年10月12日）

項 目 当 期

(A)�配 当 等 収 益 94,739円

受 取 利 息 97,728

支 払 利 息 △　2,989

(B)�有 価 証 券 売 買 損 益 △105,952

売 買 損 △105,952

(C)�信 託 報 酬 等 △　　683

(D)�当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △�11,896

(E)�前 期 繰 越 損 益 金 △�21,290

(F)�追 加 信 託 差 損 益 金 △　4,421

(G)�　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △�37,607

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △�37,607

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。
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